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探究することの楽しさを交流し合おう！！ 

校長 寒河江 正人 

生徒諸君、雲一つない爽やかな秋晴れになりましたね。 

西には「月山、葉山、朝日連峰」の美しい景色が、雄大に広がっています。 

 

何をするにも、心地よい季節の到来です。 

「心を落ち着けて、冷静に物事を考える」のにふさわしい季節と言えるでしょう。 

 

気が付けば、２学期の授業日数も残すところ、あと５１日。 

２学期のスタートに掲げた「あなたの目標」は、達成できそうですか？ 

あなたは、「目標達成のための具体的な行動」を積み上げていますか？ 

 

さて、生徒諸君、これからの未来をしなやかに生き抜く君たちは、日々直面する課題を 

自ら主体的・探究的に解決することができる能力を身につけることが求められています。 

それは、まさに本校が目指している「グローカリアン」の姿そのものでもあります。 

これは、日本のみならず、「万国共通の人材育成の課題」とも言えましょう。 

 

それは、学校という場に限定されるのではなく、世の中に出れば、永遠に続くのです。 

社会の一員として、家族の一員として、一個人として、君たちの目の前には、解決すべき

「課題」が、次から次へと現れるからです。 

 

そこで、今年度は、その手始めとして、君たち一人ひとりが興味・関心をもった対象を 

「主体的に楽しみながら探究する学び方」を練習すべくチャレンジをしていますね。 

来たる１０月２４日（火）から１１月２日（木）まで開催される「学習成果交流会」は、 

生徒諸君一人ひとりの「学びの成果」を披露する機会です。 

 

君たち一人ひとりの探究的な学びのもつ可能性の広がりは、無限大です！！ 

迷って、悩んで、考えて、「トライ・アンド・エラー」の繰り返し。どんどん試してみましょう！！ 

その強力な支援者が、講師として招聘している山形大学理学部の安達茜先生ですね。 

 

さあ、これまでの「学びの成果」をお互いに、存分に交流し合いましょう！！ 

そして、お互いの「学びの成果」を楽しく認め合い、大いに称え合いましょう！！ 


